
8 2025.7

大田原市の財政状況
令和6年度下半期 問財政課　本６階

０２８７‒２３‒８７９７
　市では、毎年6月と12月の年2回、市の財政状況を公表しています。これは、市民の皆さまから納めていただい
た税金や国・県からの支出金などの使いみち、財産の状況などをお知らせするものです。
　今回は、令和6年度下半期（令和7年3月31日まで）の執行状況をお知らせします。
　なお、市の決算は出納整理期間（4月1日 ~ 5月31日）後に作成しますので、今回の財政状況の数値と決算の数
値は異なります（決算の状況は広報おおたわら1月号に掲載予定です）。

（令和 7 年 3 月31日現在　住基人口：67,482人　世帯：29,954世帯）

1 世帯に換算した税額は、　　　　35万7,494円 1 世帯当たりの歳出金額は、　      107万 9,812円

市税の状況 財産の状況
税　目 予算現額 収入済額 収入率

固定資産税 54億9,414万円 55億3,698万円 100.8％

市民税 41億3,931万円 40億1,009万円 96.9％

市たばこ税 5億3,790万円 5億   597万円 94.1％

都市計画税 3億5,056万円 3億4,654万円 98.9％

軽自動車税 2億7,885万円 2億8,393万円 101.8％

入湯税 2,100万円 2,486万円 117.8％

合計 108億2,186万円 107億   837万円 99.0％

市民 1 人当たりの歳出金額は、　     47万9,309円

■一般会計予算を市民 1 人当たりに換算してみると・・・

市民 1 人に換算した税額は、　　    15万8,685円

区分 現在高

土地 　　　5,538,541㎡

建物 　　　   341,779㎡

基金 　   76億7,690万円  

一般会計の状況

歳出歳入 上段：予算現額
下段：支出済額

上段：予算現額
下段：収入済額

　市債・国庫支出金・県支出金については、事業完
了後に収入となるため、翌年度へ繰越となったり、
出納整理期間（4 月 1 日 ~ 5 月31日）に収入されたり
する分があり、予算現額と収入済額に開きが生じて
います。

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方消費税
交付金

使用料および
手数料

その他

民生費

公債費

総務費

教育費

土木費

衛生費

農林
水産業費

商工費

その他

消防費

371億7,390万円
333億5,791万円

371億7,390万円
323億4,470万円

市債

108億2,186万円
107億   837万円

74億6,043万円
57億3,201万円

67億7,491万円
67億5,735万円

18億1,000万円
19億6,116万円

3億9,790万円
16億6,240万円

32億3,735万円
28億8,576万円

150億5,291万円
134億4,300万円

43億7,517万円
36億4,603万円

35億1,292万円
26億2,236万円

40億9,115万円
33億3,196万円

32億   700万円
31億8,643万円

24億5,094万円
21億2,611万円

13億8,207万円
12億4,654万円

15億3,866万円
12億5,542万円

3億   726万円
3億4,163万円

12億2,145万円
11億7,959万円

50億5,416万円
45億5,730万円

3億5,279万円
3億5,806万円



本本庁舎 湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 生生涯学習センター 体県北体育館

92025.7

市債の借入残高

会計名 予算現額
収入済額（収入率）

支出済額（支出率）

国民健康保険事業費
特別会計

77億 1,849万円
78億 1,662万円（101.3％）

74億 7,396万円（96.8％）

介護保険
特別会計

77億 7,937万円
75億 7,613万円（97.4％）

68億 3,388万円（87.8％）

子育て支援券
特別会計

1,768万円
1,825万円（103.2％）

85万円（4.8％）

後期高齢者医療
特別会計

9億 6,140万円
9億 2,481万円（96.2％）

8億 9,893万円（93.5％）

須賀川財産区
特別会計

300万円
355万円（118.3％）

117万円（39.0％）

■一般会計
227億1,697万円

　市債の発行については、その返済について普通交付税措置のある地方債を優先的に
発行し、財源の確保に努めています。
　なお、市債は令和7年4月 ~ 5月にも借り入れを行うため、市債の最終的な年度末残
高はこれより増加します。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、内
部留保資金で補てんしました。

特別会計の状況 水道・下水道事業の経営状況
■収入および支出の状況

＜収益的収支＞
事業運営を目的とした収支

収入 水道　　17億    543万円
下水道　19億7,713万円

支出 水道　　15億1,717万円
下水道　17億9,915万円

＜資本的収支＞
施設整備を目的とした収支

収入 水道　　  1億9,045万円
下水道　  3億 4,070万円

支出 水道　　  8億3,052万円
下水道　10億5,572万円

■業務の状況（令和 7 年 3 月 31 日現在）

給排水戸数 給水　2万8,428戸
排水　1万9,312戸

給排水人口 給水　6万4,099人
排水　4万3,415人

市中銀行 
9億7,236万円

（4.3％）

教育債教育債
33億6,742万円33億6,742万円

（14.8％）（14.8％）

土木債土木債
33億9,714万円33億9,714万円

（（15.015.0％）％）

衛生債
1億7,390万円

（0.7％）

総務債総務債
27億27億

4,333万円4,333万円
（12.1％）（12.1％）

農林業債
5億2,283万円

（2.3％）

災害復旧債
1億3,490万円（0.6％）

消防債
3億1,594万円

（1.4％）

公営住宅債
1億5,392万円

（0.7％） 民生債
1億   116万円（0.4％）

商工債
4,418万円（0.2％）

財務省など財務省など
83億   137万円83億   137万円

（36.5％）（36.5％）

地方公共団体地方公共団体
金融機構金融機構

105億105億
4,065万円4,065万円
（46.4％）（46.4％）

その他金融機関その他金融機関
9億   386万円

（4（4.0％）％）

栃木県
4億7,705万円

（2.1％）

ゆうちょ銀行
かんぽ生命保険
1,992万円

（0.1％）

共済組合など
15億   176万円

（6.6％）

臨時財政臨時財政
対策債など対策債など

117億117億
6,225万円6,225万円
（51.8％）（51.8％）

目的別 借入先別

ファミリーサポートセンター提供会員募集 問保育課　本３階
０２８７‒２３‒８６０１

●報酬（利用料など） 
利用日 利用時間 報酬（利用料）

平日㊊ ~ ㊎ 7：00 ~ 19：00 600円
上記以外 700円

※送迎などで車を使用した場合は、別途200円
が加算されます。

大田原市ファミリー
サポートセンター

③事前打ち合わせ
（マッチング）

依頼会員
市内在住または勤務し
ていてお子さんを養育
している方

提供会員
市内在住で子育てに関心
があり、センターが実施
する講習会を受講した方

①支援依頼
　申し込み

②支援活動依頼

⑥活動報告

④相互支援活動

⑤利用料の支払い

　ファミリーサポートセンターは、事前に会員登録をした「子育ての支援を受けたい方（依頼会員）」と「子育ての支援

●支援内容 
▶保育施設などの保育時間の前後や、学校の放課後の預かり
▶保育施設や習い事などへの送迎▶保護者が通院、冠婚葬祭
や買い物などで外出する際の預かりなど
※宿泊を伴う支援活動は行っていません。

ができる方（提供会員）」とをつないで、会員同士の助け
合いによりこどもたちの健やかな育ちを支援するため
の会員組織です。現在、提供会員が不足しているため、
こどもが好きな方や子育て支援に興味がある方は、活
動にご協力をお願いします。依頼会員も随時募集して
います。詳細は市HPをご覧いただくか、保育課ま
たはファミリーサポートセンター（ ０２８７‒
２３‒８７３９）までお問い合わせください。
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